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ご注意 

（１） 本書の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。 

（２） 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

（３） 本書の内容は万全を期して作成しておりますが、ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきの点がありま

したら、ご連絡ください。 

（４） 当社では、本機の運用を理由とする損失、損失利益等の請求については、（３）項にかかわらずいかなる責

任も負いかねますのでご了承ください。 

 

 

©  2003  株式会社 エー・アンド・デイ  

株式会社エー・アンド・デイの許可なく複製・改変などを行なうことはできません。 
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安全にお使いいただくために 
この商品を安全に正しく使用していただくために、事前にこの取扱説明書をお読みになり十分に

ご理解してください。 

お読みになったあとは、いつもお手元に置いてご使用ください。 

 

ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。 

表示と意味は次のようになっています。 

 
警告サイン 内   容   この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重

傷を負う可能性が想定される内容を示しています。   この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可

能性、物的損害の発生が想定される内容を示しています。 
 

注 意 

●手すりには、寄りかかったり、ぶら下がらないでください。転倒の恐

れがあります。 
●計量台に飛び乗ったり、乱暴に取り扱わないでください。けがや故障

の原因となります。 
●使用を開始する前には必ず本機が安全に動作することを確認してから

ご使用ください。なお万一異常が発見されたときは速やかに使用を中

止して、故障中の表示を行い弊社営業所・出張所へご連絡ください。 
●本機を改造しないでください。改造された製品については弊社はいか

なる責任も負いかねます。 
 

 
設置場所のお願い 
●振動や風の影響を受けない平らな場所で、かつ本体および被測定者の重さにも耐えうる床上に設

置してください。 

●直射日光の当たる場所は避けてください。 

●外来電源ノイズや強力な電波、磁気等による影響を受けない場所に設置してください。 

●引火、爆発する恐れのある物質が近くにある場所には設置しないでください。 

●設置場所の温度は、本機の使用温度範囲以内にしてください。 
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使用上のお願い 
●ボールペン等尖った物でスイッチを押さないでください。故障の原因となります。 

●体重を測定する際は静かに乗り、測定が終了するまでは体を動かさないでください。 

●本機は人間の体重を測定することを目的としています。これ以外の目的で使用しないでください。 

●通常、最小表示は１００ｇとなっています。取引または証明における計量に使用する場合は最小

表示１００ｇの状態でご使用ください。 

 最小表示を２０ｇで測定することも可能ですが、２０ｇの桁は補助表示で、取引または証明にお

ける計量には使用できません。 

●本機は検定付きの計量器ですので使用できる地域が決められています。表示部背面の銘板に記載

されている使用地域内でご使用ください。使用可能な地域は、銘板に記載されている地区番号と

取扱説明書の重力加速度マップでご確認ください。 

 

定期検査（検定） 
ひょう量５ｔ未満の質量計を取引や証明に使用する場合、計量法施行令第１１条により２年に１回

定期検査（検定）を受けることが義務づけられています。 

当定期検査は、都道府県の指定した施設にて行いますので、詳細は各都道府県にお問い合わせくだ

さい。 

 

「はかり」は、長期間使用していると精度のくるいを生ずることがあります。 

性能維持のため定期点検をお奨めします。定期点検については、弊社にお問い合わせください。 

 

 

1．概 要 
ＡＤ－６１０５Ｗ/Ｐは、手すり付きで車イス乗車のままでも計量できるバリアフリー対応の体

重計です。 

主な特長は、以下の通りです。 

（１）床面から計量面まで３センチと非常に低く、車イスでも段差を感じずに乗り降りがラク

に行えます。 

（２）フラットでガタツキのない広い計量台で、車椅子のままでもラクに乗れる広さです。 

（３）ガッチリとした手すりで乗り降り時や計量中などふらつきなく安定して測定できます。 

（４）センサ（ロードセル）を４コ使用することで、重量を正確に測定できます。 

（５）メモリ風袋引き機能が付いていますので、同じ着衣や車椅子の重量を事前に入力してお

きますとワンボタンで測定できます。 

（６）測定した値を印字できます。（ＡＤ－６１０５Ｐのみ） 
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2．各部の名称と機能 

 本体部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示部 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
     ＡＤ－６１０５Ｐ             ＡＤ－６１０５Ｗ 
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 スイッチ機能 

 測定をＯＮまたはＯＦＦするスイッチです。 
※本機には、オートパワーオフ機能がついています。この機能を使います

と測定がＯＮの状態で、約５分間以上ゼロ表示（測定が行われない状態）

が続きますと、自動的に測定ＯＦＦとなります。このオートパワーオフ

機能の設定は、ファンクション設定にて行えます。詳しくは、“７．ファ

ンクション設定”を参照してください。 

 メモリ風袋引き機能のスイッチです。設定された値を自動的にキャンセルし

ます。 
２秒間以上押し続けますと、設定モードに入ります。 

 表示をゼロ、またはメモリ風袋引きのときはメモリ風袋引き値にするスイッ

チです。 

 カレンダと時刻を設定するスイッチです。（測定 OFF のときに有効となり

ます） 

 各種設定モード時に数値をアップさせるスイッチです。 
測定のときに最小表示を２０ｇに切り替えるスイッチです。 

ＡＤ－６１０５Ｐのみ 

 測定 OFF のときに押すと、印字用紙を紙送りします。 
測定のときに押すと、日付と時刻と測定値が印字されます。 

  

 液晶表示部の説明 
 

 

 安定マーク。表示が安定すると表示されます。 

 マイナス符号。表示をゼロにした重さより軽いときに表示されます。メモリ

風袋引き値にも表示されます。 

 メモリ風袋引き１を選択したときに点灯します。 

 メモリ風袋引き２を選択したときに点灯します。 

 表示が固定したときに点灯します。 

 最小表示単位が１００ｇのときに点灯します。 

 最小表示単位が２０ｇのときに点灯します。 

 電池不足のときに点灯します。（プリンタ内蔵機種では、このマークが点灯

すると印字できません） 

 印字ができるときに点灯します。（プリンタ内蔵機種以外では、このマーク

は点灯しません） 
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3．使用前の準備 
本機をご使用する前に、あらかじめ次の準備を行ってください。 

3-1 本機の組立方法 
① 箱から計量台を取り出します。 

  このとき、表示器を取り付けるＬ字ポールの線材に注意してください。 

 
注 意 

本体は重量がありますので、指など挟まないように注意してください。 
 

② 計量台に表示器を取り付けるＬ字ポールを取り付けます。アジャスタのネジを緩めてＬ字ポー

ルを差し込み、ネジをしっかりと締めてください。 

 

③ Ｌ字ポールから出ているコネクタを表示器に取り付けます。コネクタには向きがありますので

注意してください。 

 

④ 表示器をＬ字ポールに取り付けます。 

 

⑤ 計量台にＵ字ポールを取り付けます。アジャスタのネジを緩めてＵ字ポールが突き当たるまで

差し込み、ネジをしっかりと締めてください。 

 
注 意 

アジャスタのネジが緩んだ状態でＵ字ポールを持って移動しますとポールが外れ

て指や足を挟む危険性があります。ネジをしっかりと締めてください。 

 

⑥ 計量台のサイドに付いている水平器を外します。 

 

⑦ 計量台に開いている穴に水平器のピンを合わせるようにして置きます。 

 

⑧ 水平器の赤色の円の中に気泡がくるように、計量台の四隅の足を回して高さを調整します。 

 
注 意 

本体は重量がありますので指などを挟まないように注意してください。 
 

⑨ 調整し終わったら、水平器を元の位置に戻します。 

 

⑩ 組立終了です。 

 

⑪ 本機を移動する場合は、“４．本機の移動方法について”を参考に行ってください。 
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3-2 電源の準備 
本機は、コンセントの電源（専用ＡＣアダプタを使用）だけでなく、乾電池でも動作しますが補助的

なものなので緊急時などに限り乾電池をご使用ください。 

 

●コンセントの電源を使用する場合（専用ＡＣアダプタの使用） 
専用ＡＣアダプタを右図を参考に表示部背面のＡＣアダプ

タ入力ジャックに差し込み、もう一方のプラグをコンセント

に差し込んでください。 

 

 

●乾電池を使用する場合 
右図を参考に表示部裏面の電池ホルダを外し下記の注意事項

をご確認の上、乾電池（単三形アルカリ乾電池６本：連続測

定３００回以上）を装着してください。 

 

・乾電池の交換時期について 

乾電池使用時に、乾電池の交換時期にさしか

かると下図のような表示（ローバッテリ表示）

が２段階で液晶表示部に表示されます。直ち

に使用を中断して下記の注意事項をご確認の

上、新しい乾電池にすべて交換してください。 

 

 

 

  重量測定はできますが印字はできません。 

 

 

 

   重量測定、印字もできません。 

 

注 意 
・電池はホルダの表示に従って＋、－を正しくセットしてください。 
・電池を交換する場合は、６本まとめて行ってください。 
・違う種類の電池を混ぜて使用しないでください。 
・長時間使用しない場合、あるいは専用ＡＣアダプタのみで使用する場合は、乾電池を

取り外してください。乾電池を入れたまま長時間放置しますと、液漏れの恐れがあり

ます。乾電池の液漏れによる修理は保証期間内でも有償修理になります。 
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3-3 時計の設定 
本機は、時計の機能が付属しています。初めて本機をお使いになるときは下記の方法で日付・時刻を

設定してください。 

※プリンタ内蔵機種（ＡＤ－６１０５Ｐ）では、測定結果とともに日付・時刻を印字します。 

 

① 測定 OFF のときに時計設定キーを押してください。 

② 年（西暦）の表示が点滅します。これで「時計設定モード」

に入りました。 

③ ▲キーを押すと年が１つづつ増えます。年の表示は、西暦で

閏年機能が付いています。（設定範囲は、１９９８年～２０９７年

までの１００年間です。） 

④ 年の設定時に時計設定キーを押すと、年を確定し月日設定表

示に変わり月が点滅します。 

 

⑤ ▲キーを押して月を合わせてください。 

⑥ 月の設定時に時計設定キーを押すと、月を確定し日が点滅し

ます。 

 

 

⑦ ▲キーを押して日を合わせてください。 

⑧ 日の設定時に時計設定キーを押すと、日を確定し時刻設定表

示に変わり時が点滅します。 

 

 

⑨ ▲キーを押して時を合わせてください。時刻は、２４時間制

です。 

⑩ 時の設定時に時計設定キーを押すと、時を確定し分が点滅し

ます。 

⑪ ▲キーを押して分を合わせてください。 

⑫ 分の設定時に時計設定キーを押すと、分を確定し表示が消え

ます。このとき、時計は０秒よりスタートします。 

⑬ これで時計の設定は終了です。 

 

※ 本機の時計はリチウムバッテリでバックアップされています

ので、電源を切ったり、電池を外したときでも動作します。 

※ ファンクションの設定で測定 OFF のときに時刻を表示できま

す。 
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3-4 プリンタ用紙のセット・交換（AD-6105P のみ） 

プリンタ内蔵機種（ＡＤ－６１０５Ｐ）に限り、測定結果を印字することができます。プリンタ用紙

のセット方法は以下の通りです。 

 
 

お知らせ 
・ファンクション（Ｆ７）の設定により、印字モー

ドを変えることができます。（１４ページ参照） 
・本プリンタは、感熱紙タイプです。専用のプリ

ンタ用紙（PP-147）をご使用ください。 
 

 

 プリンタ用紙のセット方法   

プリンタ用紙をセットする前に、電源の準備ができている

か（“3-2 電源の準備”参照）確認してください。電源の準

備ができたら、ＯＮ/ＯＦＦスイッチで測定ＯＦＦの状態に

します。 

 

① 表示部のペーパカバーを外します。 

 

② プリンタ用紙の先端を右図のように切ります。 

 

③ 先端を所定の位置に差し込みます。 

 

④ 先端がプリンタから出てきたら、ゆっくり、引っ張っ

てください。 

 

⑤ 先ほど切りました先端部分が、全部見えたら     

紙送り/印字キーを押して、正常に紙送りすることを確

認してください。 

  もし、正常に紙送りしない場合は、もう一度やり直し

てください。 

 

⑥ 正常に紙送りすることが確認できたら、ペーパカバー

にプリンタ用紙を差し込み、固定して終了です。 
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4.  本機の移動方法について 
本機には、移動用のキャスタが付いていますので、移動する場合は下記の方法に従って行ってくださ

い。 

 

① 両サイドにキャスタが付いていますので、手すりを持って持ち上げてください。 
 

注 意 
・表示器の付いているＬ字ポールを持って移動したり、持ち上げたりすること

は絶対におやめください。 
・本機のまわりに人や物がないことを確認してください。 
・本体は重量がありますので足や手など挟まないように十分に注意してくださ

い。 

 

② キャスタを使って移動させてください。 

注 意 
移動中に本体を壁や物等にぶつけないように注意してください。故障の原因と

なります。 

 

③ 移動する場所に着いたら、静かに降ろしてください。 

注 意 
乱暴に取り扱わないでください。故障の原因となります。 
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5．使用方法 
① 測定を開始する前に下記のことを確認してください。 

付属の専用ＡＣアダプタか、単三形アルカリ乾電池６本（緊急の場合のみ使用してください）

を取り付けてください。（“3-2 電源の準備”参照） 

 

② ＯＮ/ＯＦＦスイッチを押して電源を入れます。表示チェックが始まります。 

※計量台に物を載せて電源を入れると“ - - - - - ”表示になります。セルフチェック機能の

エラーとなります。 

 

③ 表示値がゼロになるよう ゼロスイッチを押してください。 

※ゼロスイッチは風袋スイッチとしても機能します。 

 

④ 表示がゼロになりましたら、計量台に静かに乗ります。安定マークが表示され、体重が読みと

れます。 
 

注 意 
・車椅子を使用の際には、計量台に乗りましたら必ず車椅子のブレーキを掛け

て測定してください。 
・計量台に乗るときには、車椅子と手すりの間に手や腕を挟まないように注意

してください。 

 

注 意 
 測定中は体を動かさないでください。測定誤差の原因となります。 

 

⑤ 測定が終了したら計量台から静かに降ります。 

 

⑥ 必要に応じて、手順④～⑥を繰り返します。またプリンタ内蔵機種（ＡＤ－６１０５Ｐ）の場

合、ＯＫマークが点灯しているときに紙送り/印字キーを押すと、表示値を日付・時刻とともに

印字します。（測定 OFF 時は紙送りのみ） 

 

⑦  電源を切るときは、ＯＮ/ＯＦＦスイッチを押してください。 

 

⑧  表示が消えます。 

 

注意 取引または証明における計量に使用する場合は最小表示１００ｇの状態でご使用ください。

最小表示を２０ｇで測定することも可能ですが、２０ｇの桁は補助表示と言い、取引または

証明における計量には使用できません。 
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6．風袋機能 
風袋機能を使うことにより、事前に着衣や車椅子等の重量を登録しておいて、ワンボタンで体重のみ

を測定することができます。本機では２種類の風袋（風袋１、風袋２）の登録を行うことができます。 

 

注 意 
測定できる総重量は車椅子等を含め１５０ｋｇです。 

 

6-1 風袋の設定方法 
●風袋１の場合 
① 測定 OFF のとき、風袋１のスイッチを約２秒以上押し続けます。 

② 表示の風袋１の右側の矢印が点滅したら設定モードに入りました。 

③ ゼロスイッチを押して表示を０．０ｋｇにします。 

④ 計量台に風袋引きしたい物を載せ、安定マーク“○”の点灯を待ちます。風袋の数値変更をし

たい場合には、▲キーを押すと１００ｇづつ増やすことができます。入力を間違えた場合には、

③ からやり直してください。 

⑤ 設定が終了したら、風袋１のスイッチを押して登録します。 

※風袋１以外のスイッチを押しても登録されません。 

 

●風袋２の場合 
① 測定 OFF のとき、風袋２のスイッチを約２秒以上押し続けます。 

② 表示の風袋２の右側の矢印が点滅したら設定モードに入りました。 

③ “風袋１の場合”の③、④と同じです。 

④ 設定が終了したら、風袋２のスイッチを押して登録します。 

※風袋２以外のスイッチを押しても登録されません。 

 

6-2 風袋引き機能の使用方法 
① 風袋１または風袋２のスイッチを押します。 

② 登録された風袋引き値がマイナスで表示されます。 

③ 計量台に乗ります。 

④ 登録された風袋引き値だけマイナスされた体重値が表示されます。 

⑤ 測定が終了したら計量台から静かに降ります。 

⑥ 必要に応じて、手順 ③～⑤を繰り返します。またプリンタ内蔵機種（ＡＤ－６１０５Ｐ）の場

合、ＯＫマークが点灯しているときに紙送り/印字キーを押すと、表示値を日付・時刻とともに

印字します。 

⑦ 電源を切るときは、最初に押した風袋１または風袋２のスイッチを押してください。 

⑧ 表示が消え、他のスイッチを押すと測定モードだけが変わります。 
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6-3 風袋引き機能を使用しない場合 
風袋引き機能を使用せずにゼロスイッチを利用して車椅子等の重量をキャンセルし、体重のみ表示

させることができます。 

 

注 意 
 測定できる総重量は車椅子等を含め１５０ｋｇです。 

 

① ＯＮ/ＯＦＦスイッチを押して電源を入れます。表示チェックが始まります。 

② 表示値がゼロになるようゼロスイッチを押してください。 

③ 車椅子を計量台の上に載せます。 

④ 安定マーク“○”の点灯を待って、ゼロスイッチを押してください。 

⑤ ゼロ表示になります。 

⑥ 車椅子を計量台から降ろすと、マイナスの値が表示されます。 

⑦ 車椅子に乗り、計量台の上に乗ってください。 

⑧ 安定マーク“○”が点灯し、車椅子の重量をキャンセルした体重の値が表示されます。 

⑨ 測定が終了したら計量台から静かに降ります。 

⑩ 必要に応じて、手順 ③～⑨を繰り返します。またプリンタ内蔵機種（ＡＤ－６１０５Ｐ）の場

合、ＯＫマークが点灯しているときに紙送り/印字キーを押すと、表示値を日付・時刻とともに

印字します。 

⑪ 電源を切るときは、ＯＮ/ＯＦＦスイッチを押してください。 

⑫ 表示が消えます。 
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7．ファンクション 
基本動作の他に、以下の機能が設定できます。 

ファンクション説明 

Ｆ１ オートパワーオフ 何も操作しないで、“０．０ｋｇ”表示が約５分間続くと自動的

に電源を切って、電池の消耗を防ぎます。 

Ｆ２ 表示固定機能 測定値（体重）が一度安定すると、ある一定期間表示し続ける機

能です。 
Ｆ３ ブザー機能 クリック音、測定終了音を設定します。 
Ｆ４ 通信機能 通信機能をご覧ください。 
Ｆ５ 通信速度 通信速度を変更します。 
Ｆ６ 時計表示 測定 OFF 時に時刻を表示します。 
Ｆ７ 印字動作 印字動作を設定します。（プリンタ内蔵機種） 
ＦＣ 改行数 自動紙送り長さの設定をします。（プリンタ内蔵機種） 

設定 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 機能選択  内 容 

０ オートパワーオフ機能を使用しない。 
Ｆ１ 

＊１ オートパワーオフ機能を使用する。 
０ 表示が安定しても表示固定しません。 

＊１ 表示が安定すると表示固定します。 
±３ｋｇ以上の変動またはゼロ表示にすると解除します。 Ｆ２ 

２ 表示が安定すると表示固定します。 
±３ｋｇ以上の変動があっても７秒間は表示固定し続けます。 

０ ブザーが鳴りません。 
Ｆ３ 

＊１ ブザーを鳴らします。（クリック音、測定終了音） 
＊０ ストリームモード 
１ コマンドモード Ｆ４ 
２ オート出力モード 

＊０ ２４００ｂｐｓ 
１ ４８００ｂｐｓ Ｆ５ 
２ ９６００ｂｐｓ 

＊０ 測定 OFF 時に時刻表示を消します。 
Ｆ６ 

１ 測定 OFF 時に時刻を表示します。 
＊０ 印字スイッチを押すと印字します。 
１ 測定値が安定したら印字します。（オートプリント） Ｆ７ 
２ 印字スイッチを押しても印字しません。 

ＦＣ ０～２０ 
＊６ 

印字の自動紙送り長さの設定ができます。 
出荷時の設定は６です。数字を大きくすると長くなります。 

   ＊は、出荷時の設定  Ｆ７、ＦＣはプリンタ内蔵機種のみ 

キー操作 
① 測定 OFF のとき、ゼロスイッチを押したまま、ＯＮ／ＯＦＦスイッチを押して電源を入れて

ください。 
② ゼロスイッチを押すとファンクションの変更ができます。 
 （Ｆ１→Ｆ２→Ｆ３→Ｆ４→Ｆ５→Ｆ６→[Ｆ７]→[ＦＣ]→Ｅｎｄ）：Ｆ７、ＦＣはプリンタ内蔵機種のみ 
③ ▲スイッチを押すと機能の選択ができます。 
④ ファンクションを終了するときは、ゼロスイッチを押して表示を“Ｅｎｄ”にしてから、    

ＯＮ／ＯＦＦスイッチを押してください。 
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8．通信機能（RS-232C ｲﾝﾀﾌｪｰｽ） 
 （１）インタフェース概要 

ファンクション設定により、ストリームモード，コマンドモードとオート出力モードが選択

できます。設定はファンクションの項を参考にしてください。 

 
   ① ストリームモード 

体重計が表示している値と同じ値を常時出力します。出力されるデータは、約２回／秒で

す。 

 
   ② コマンドモード 

体重計とパーソナルコンピュータ等を接続し、コンピュータから体重計にコマンドを送っ

て、表示データを出力させたり、表示をゼロにすることができます。 

用意されているコマンドは、次の３つです。 

＊     は、ターミネータです。 

または ：表示が安定しているときに表示をゼロにします。 

 

：表示の安定、非安定にかかわらず、表示データを１

回出力します。 

 ③オート出力モード 

    表示が固定されるとデータが１回だけ出力されます。 

 

 （２）インタフェース仕様 
出力規格 ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃに準ずる。 
伝送形式 調歩同期式 （半二重方式） 
信号速度 2400bps、4800bps、9600bps 選択可 
データビット長 ７ビット 
パリティ １ビット（ＥＶＥＮ） 
ストップビット ２ビット 
使用コード ＡＳＣＩＩ 
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（３）インタフェース回路 

   コネクタ：Ｄ－ｓｕｂ ９ピン 
ピン番号 信号 方向＊ 

１ ＣＤ 入力 
２ ＲＤ 入力 
３ ＴＤ 出力 
４ ＤＴＲ 出力 
５ ＳＧ  
６ ＤＳＲ 入力 
７ ＲＴＳ 出力 
８ ＣＴＳ 入力 
９ ＲＩ 入力 

＊表示器から 

 

 （４）データフォーマット 

・出力データは、表示データ＋風袋引きデータとして出力されます。 

・ヘッダは、次の３種類があります。 

  ＳＴ：データが安定している。 

  ＵＳ：データが安定していない。 

  ＯＬ：データがオーバしている。 

・データは、符号，小数点を含み９桁です。 

・データがオーバしているときは、“±９９９９９．９９”を出力します。 

・ターミネータは、ファンクションの設定にかかわらず CR+LF が出力されます。 

・ストリームモード、コマンドモード、オート出力モードいずれも同じ。 

    ●最小ひょう量が２０ｇの場合 

 

 

 

 

 

    ●最小ひょう量が１００ｇの場合 
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9．修理を依頼される前に！ 
 

修理を依頼される前に下記の事項をご確認してください。 
現象 確認 

電源をＯＮしても、何も表示しない。 ・ＡＣアダプタは正しく接続されていますか？ 
・電池は正しく入っていますか？ 
・電池が消耗していませんか？ 

“- - - - -”を表示したまま変わらない。 ・計量台の上に何か載っていませんか？ 
・セルフチェック機能エラー 

電源投入時、ひょう量の１０％以上の物が載せ

てあると表示されます。 
・ゼロ点がズレていませんか？ 
（ゼロスイッチを押してみてください。） 

負荷した重さと表示がズレている。 ・計量台の下に物が入り込んでいませんか？ 
・計量台にコードなどが接触していませんか？ 
・水平に設置されていますか？ 

スイッチがきかない。 
表示が変化しない。 

・ＡＣアダプタまたは電池を抜いて、１度電源 
 を完全に切って再度入れ直してください。 

ゼロスイッチが機能しない。 ・電源を入れたとき計量台に何か載っていません

か？ 
計量台の上の物を降ろし、電源を入れ直してく

ださい。 
印字しない。 
（プリンタ内蔵機種のみ） 

・ 印字用紙が正しくセットされていますか？ 
・ 弊社指定の印字用紙を使用していますか？ 
・ 電池が消耗していませんか？ 

 

 

エラー表示 
表示 内容 

Ｅ ・計量台から表示器へのケーブルが断線している

可能性があります。 
・ひょう量が範囲外の可能性があります。 
・乾電池電圧の低下の可能性があります。 

Ｅ０２ ・メモリ不良 
Ｅ２１（プリンタ内蔵機種のみ） ・プリンタ不良 
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10．仕様・外形寸法図 
 
最大ひょう量 １５０ｋｇ 
最小表示 １００ｇ（補助目盛として２０ｇ） 
表示方法 ７セグメント液晶表示  文字高 ２２ｍｍ 
使用温度範囲 －５℃～３５℃ 
電  源 専用ＡＣアダプタ（ＡＤ－６１０５Ｗ：ＴＢ－１９６／３ＶＡ） 

        （ＡＤ－６１０５Ｐ：ＴＢ－１０５／１１ＶＡ） 
または、単三形アルカリ乾電池６本（電池寿命 連続動作 ３００回以上）

補助としてご使用ください。（別売） 
適用車椅子サイズ 車輪外幅     ７００ｍｍ以下 

ホイールベース  ５６０ｍｍ以下 
重  量 本体 約３０kｇ（ＡＣアダプタ，乾電池は含まず） 
付属品 取扱説明書 

専用ＡＣアダプタ（ＴＢ－１９６：ＡＤ－６１０５Ｗのみ） 
        （ＴＢ－１０５：ＡＤ－６１０５Ｐのみ ） 
印字用紙（紙幅５８ｍｎ：ＰＰ－１４７）ＡＤ－６１０５Ｐのみ 

 

 

 外形寸法図 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       単位：ｍｍ 
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11. 重力加速度マップ 
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